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おおいた地域連携プラットフォーム

人口減少に対応するべく、産学官が協働（オール大分）で
大分県の人的資産（地域資産）の最大化と有効活用を図る

あたらしいモノ、コトが興る
（新しい価値を共創）

ひとが育つ
（高度人材の育成）

地域ニーズ
企業ニーズ

国機関
１機関

総
会

情
報
の
共
有

オール大分で取組む、
地域の課題解決を目的とした
恒常的な議論のテーブルを運営

地方公共団体等
２１機関 高等教育機関

１２機関
連携企業等
１８機関

経済団体
６機関

地域交流・課題検討部会
部会長：地方公共団体 協働事務局

【連絡先】大分大学地域連携プラットフォーム推進機構
Tel: 097-554-7913
E-mail: cocsuishin@oita-u.ac.jp

教育プログラム開発部会
部会長：高等教育機関

部会長：企業・経済団体
地域人材創出部会

県内における人的資産を
有効活用し、地域の課題
解決に向けた取組を検討
し実施する

県内における人的資産の能力
向上手段を検討し開発する

県内に必要な人的資産
の確保（採用・育成・起
業）に向けた取組を検
討し実施する

事業推進本部事業推進本部
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2021年度実施事業一覧

大分県と県内高等教育機関の連携による地域課題解決事業の成果

実践型地域活動事業の成果

実践型地域活動事業　参加学生等のアンケート集計結果

地域の課題解決事業成果報告会及び優秀賞者発表

実践型地域活動事業のひとこま

写真「IoT による圃場データ収集とその活用」より（臼杵市野津町）

ごあいさつ

おおいた地域連携プラットフォーム　
　事業推進本部　本部長
　大分大学
　　理事、副学長
　　地域連携プラットフォーム推進機構長

藤 井　弘 也

　おおいた地域連携プラットフォームは、大分県内の産業界、高等教育機関、地方公共団体等の
各事業協働機関が協働及び連携し、恒常的な議論の場を設置するとともに、それぞれの特色と強
みを活かし、地域ニーズを踏まえた高度人材育成や地域活性化のための事業等にオール大分で取
り組むことにより、地域における課題解決やイノベーションを創出し、もって地方創生につなげ
ることを目的としています。
　この「２０２１年度地域の課題解決事業成果報告書」は、教育や産業振興、医療・福祉の充実、
地域活性化など多様な地域課題に対応するため、大分県と県内高等教育機関が連携して実施した
地域課題解決事業３件と前身の「大学等による『おおいた創生』推進協議会」から継続している、
学生による実践型地域活動事業１３件の報告書です。今年度は７つの大学、短期大学から教員や
３００名を超える学生が参加しました。新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を講じながら、
県内の様々な地域に出向いて、地域の実情を知り、課題解決策を提案しました。地域課題には、
限られた期間内で解決できるものは少なく、長期的・継続的な支援活動が必要とされるものや、
学生が地域の中で課題解決のできる人材として育っていくことで将来的な解決につながるものな
ど、様々な形があります。これを足掛かりとして、県内のあらゆる課題に産学官が連携し、大分
地域の活性化に向けて活動していきたいと考えています。
　本事業の実施にあたり、ご協力、ご支援いただいた地域の皆様、関係者の皆様に心より御礼申
し上げるとともに、引き続きのご理解、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

事業協働機関
（高等教育機関）　大分大学　大分県立看護
科学大学　日本文理大学　別府大学　立
命館アジア太平洋大学　大分県立芸術文
化短期大学　大分短期大学　東九州短期
大学　別府溝部学園短期大学　別府大学
短期大学部　大分工業高等専門学校　放
送大学大分学習センター　※学校コード順
（国機関）　大分労働局
（地方公共団体）　大分県　大分市　別府
市　中津市　日田市　佐伯市　臼杵市
津久見市　竹田市　豊後高田市　杵築市
宇佐市　豊後大野市　由布市　国東市
姫島村　日出町　九重町　玖珠町　大分
県教育委員会　大分県産業創造機構
（経済団体）　大分県商工会議所連合会
大分県商工会連合会　大分県中小企業団
体中央会　大分県経営者協会　大分経済
同友会　大分県中小企業家同友会
（連携企業等）　（株）オーイーシー　（株）大
分銀行　大分県信用組合　大分交通（株）
（有）大分合同新聞社　大分信用金庫　大
分みらい信用金庫　（株）オーシー　九州
電力（株）大分支店　三和酒類（株）　社会
福祉法人新友会.　（株）地域科学研究所
東京海上日動火災保険（株）大分支店
（株）トキハ　日本政策金融公庫大分支店
（株）豊後企画集団　（株）豊和銀行　柳井
電機工業（株）　※50音順

おおいた地域連携プラットフォームは、
産学官が協働（オール大分）で

大分県の人的資産（地域資産）の最大化と有効活用を図ります。
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大分県と県内高等教育機関の連携による地域課題解決事業
大分県との連携により、「地（知）の拠点」としての大学等（大学、短大、高専）が持つ研究開発機能やシンクタンク機能を活用し、
教育や産業振興、医療・福祉の充実、地域活性化など多様な地域課題に対応する事業

実践型地域活動事業
大学等の教員が企画し、学生と共に地域に直接出向き、地域課題等の解決を図る事業
活動を通じて学生が地域課題に気づくこと、課題解決を図ることで地域に貢献すること、学生との交流を通じて地域が活
性化すること、また、学生の地域への愛着を深めることをねらいとしています。

事　業　名　等 連  携  機  関  等 頁No.

事　業　名大  学  名 代　表　者 関連地域 頁No.

事　業　名大  学  名 代　表　者 関連地域 頁No.

日本文理大学

大分県立
看護科学大学

大分短期大学

大分大学

立命館アジア
太平洋大学

別府大学
短期大学部

別府大学

日本文理大学

看護学生による情報通信技術を活用した遠隔予防的
家庭訪問実習 ～ コロナ禍での長期自粛生活による
高齢者のフレイル予防 ～

看護研究交流センター
助教　篠原　彩

大分市
（富士見が丘団地）
（野津原地区）

　県産牛肉の簡易分析・測定等により、大分らしい和牛肉の特徴を探
求し、「美味しさ」・「肉の高付加価値化」を目指した改良及びおおい
た和牛の生産拡大を目指す。

大分大学理工学部
別府大学食物栄養科学部　
大分県農林水産部畜産技術室
大分県産業科学技術センター

地域資源（ヤブツバキ）を活かした
佐賀関地域の活性化

園芸科
教授　吉野　賢一

大分市
（佐賀関）

佐伯市の水産事業者との連携による新ビジネスモデ
ル模索プロジェクト ～ 学生目線による佐伯市水産
業の魅力発掘・創出の実践 ～

経営経済学部
教授　山内　勝義

佐伯市
（主として蒲江地区）

三重町市場通り活性化のための
光環境改善ワークショップ

工学部
助教　江越　充

豊後大野市
（三重町）

亀川商店街再活性化計画策定事業
アジア太平洋学部
教授　須藤　智徳

別府市
（亀川商店街）

新規発酵調味料「ととのみそ」の利用開発による
地域の振興

食物栄養科
教授　岡本　昭

津久見市
佐伯市

野津原方言調査会と学生との学術的交流機会の創出
～『野津原方言集』20巻の電子テキスト化と方言研
究を通じて ～

文学部
教授　松田　美香

大分市
（野津原）

ひじ町フットパス
新ルート「寺社めぐりコース」の開拓

文学部
准教授　小嶋　紀博 日出町

地方創生のための学生目線による
地域企業リクルートビデオ制作プロジェクト

工学部
教授　小島　康史 大分市

舞子浜緑地リビング化プロジェクト＃２
工学部
准教授　木村　智

大分市
（舞子浜緑地一帯）

きたく部 2021拡張版
教育学部
准教授　清水　良彦

大分市
（稙田地区）

IoT による圃場データ収集とその活用
理工学部
教授　大竹　哲史

臼杵市
（野津町）

大分観光バーチャル体験プロジェクト２０２１
理工学部
教授　古家　賢一 由布市

大分らしい和牛肉生産流通戦略事業

　産業廃棄物であるカキ殻のリサイクル手法について、コンクリート
や培養土、生分解性容器の材料としての活用方法を確立する。

日本文理大学工学部
大分大学理工学部
大分県農林水産研究指導センター
水産研究部

カキ殻のリサイクル手法の確立

　2045年までに大分県の在住外国人が現状の約 1 万 3 千人から 10
万人にするための施策を学生の視点で提案し、大分県の経済・社会活
力の維持・発展を図る。

立命館アジア太平洋大学
大分大学
大分県企画振興部国際政策課　

外国人材の受入促進に向けた施策提案
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別府大学食物栄養科学部　
大分県農林水産部畜産技術室
大分県産業科学技術センター

地域資源（ヤブツバキ）を活かした
佐賀関地域の活性化

園芸科
教授　吉野　賢一

大分市
（佐賀関）

佐伯市の水産事業者との連携による新ビジネスモデ
ル模索プロジェクト ～ 学生目線による佐伯市水産
業の魅力発掘・創出の実践 ～

経営経済学部
教授　山内　勝義

佐伯市
（主として蒲江地区）

三重町市場通り活性化のための
光環境改善ワークショップ

工学部
助教　江越　充

豊後大野市
（三重町）

亀川商店街再活性化計画策定事業
アジア太平洋学部
教授　須藤　智徳

別府市
（亀川商店街）

新規発酵調味料「ととのみそ」の利用開発による
地域の振興

食物栄養科
教授　岡本　昭

津久見市
佐伯市

野津原方言調査会と学生との学術的交流機会の創出
～『野津原方言集』20巻の電子テキスト化と方言研
究を通じて ～

文学部
教授　松田　美香

大分市
（野津原）

ひじ町フットパス
新ルート「寺社めぐりコース」の開拓

文学部
准教授　小嶋　紀博 日出町

地方創生のための学生目線による
地域企業リクルートビデオ制作プロジェクト

工学部
教授　小島　康史 大分市

舞子浜緑地リビング化プロジェクト＃２
工学部
准教授　木村　智

大分市
（舞子浜緑地一帯）

きたく部 2021拡張版
教育学部
准教授　清水　良彦

大分市
（稙田地区）

IoT による圃場データ収集とその活用
理工学部
教授　大竹　哲史

臼杵市
（野津町）

大分観光バーチャル体験プロジェクト２０２１
理工学部
教授　古家　賢一 由布市

大分らしい和牛肉生産流通戦略事業

　産業廃棄物であるカキ殻のリサイクル手法について、コンクリート
や培養土、生分解性容器の材料としての活用方法を確立する。

日本文理大学工学部
大分大学理工学部
大分県農林水産研究指導センター
水産研究部

カキ殻のリサイクル手法の確立

　2045年までに大分県の在住外国人が現状の約 1 万 3 千人から 10
万人にするための施策を学生の視点で提案し、大分県の経済・社会活
力の維持・発展を図る。

立命館アジア太平洋大学
大分大学
大分県企画振興部国際政策課　

外国人材の受入促進に向けた施策提案

2 3



○参加機関：
大分大学・別府大学
県（畜産技術室・産業科学技術センター・畜産研究部）

2021年度大分県と県内高等教育機関の連携による地域課題解決事業 2021年度大分県と県内高等教育機関の連携による地域課題解決事業
大分らしい和牛肉生産流通戦略事業
大分大学理工学部 /別府大学食物栄養科学部 /大分県農林水産部畜産技術室 /大分県産業科学技術センター
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多文化共生の推進に向けた施策提案
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大分県立看護科学大学／看護研究交流センター　助教　篠原　彩

看護学生による情報通信技術を活用した遠隔予防的家庭訪問実習
　～ コロナ禍での長期自粛生活による高齢者のフレイル予防 ～

2021年度大分県と県内高等教育機関の連携による地域課題解決事業 2021年度実践型地域活動事業

立命館アジア太平洋大学 /大分大学 /大分県企画振興部国際政策課

外国人材の受入促進に向けた施策提案
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日本文理大学／経営経済学部　教授　山内　勝義

佐伯市の水産事業者との連携による新ビジネスモデル模索プロジェクト
　～ 学生目線による佐伯市水産業の魅力発掘・創出の実践 ～

大分短期大学／園芸科　教授　吉野　賢一

地域資源（ヤブツバキ）を活かした佐賀関地域の活性化
2021年度実践型地域活動事業2021年度実践型地域活動事業
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三重町市場通り活性化のための光環境改善ワークショップ
日本文理大学　建築学科　助教　江越充　　教授　近藤正一　　一般社団法人ぶんご大野里の旅公社　赤嶺信武　三浦絵里奈　　豊後大野市　建築課　都市計画建築係　桑原一善　佐藤康宏　
かたるみえ・LuMie Night 2021 実行委員会　若林幸隆　村田岳彦　長吉優香　廣瀬右京　堀田健翔　益満光　渡邊尚樹　志方遥郁　八木千尋　小川茉莉　渡邉新　KIM SEUNGHYUN　畑野達也　二見拓希　齋藤志歩　田原乃々花　玉田梨那

かたるみえ 2021
市場通り活性化実行委員会

LuMie Night 2021
Presented by NBU

「つな」ぐから横綱のしめ縄をモチーフに

したロゴをデザイン　彩られた 9色は三

重町の統合前の村の数を表しており、地域

の繋がりが深まってほしいという思いと市

場通りが益々賑わい、発展してやまないよ

うにという思いをこめた
中心の三つ葉は「三」重町が芽生える様子を表している

イベント名「かたるみえ・LuMie Night」の由来
かたるみえ　：仲間に加わるといった意味を持つ方言の「かたる」と、

　　　　　　　光をフランス語で表す「ルミエ」、三重町の「みえ」を合わせたもの

LuMie Night：目に留まる大文字の LとMは「ルミエ」と「みえ」を彷彿とさせる

　　　　　　　夜の部も盛り上がりをみせて欲しいとの願いから派生名をつけた

本事業を通して、学生たちが地域の方々を想い、作品を残した。

その成果の一部をここで紹介する。

学生の成長

人を想う

里
の
旅
公
社

日
本
文
理
大
学

住民

支援

商店会

市場通り活性化
実行委員会

大分県・豊後大野市安全・安心の光環境の創出、愛着・誇りを持てる夜の景観づくりを目指し、

地域住民に関心を持っていただくためのきっかけとして、光に関するワークショップを開催した。

宿場町の面影が残る
豊後大野市三重町市場通り

対象 各団体の関係

目的

街の夜の安全・安心 ＋ 活気

かつては交通の要衝であり、昭和 30年代まで宿場町として栄えたが、

近年は交通網の変化や地域住民の高齢化による地域の活力の低下が課題となっている。

加えて、空き家・空き地の増加や街路灯の老朽化が進み、

街の夜の安全・安心が脅かされている現状にある。

実施内容

再び火を灯すことで、街を見つめ直すきっかけを作る

6 月 8月 10月 12月

夜の現状を調査 イベント実行委員会立ち上げ

現地での打ち合わせ
学生によるプレゼンテーション

夜のまち歩き実施 県の会議にて
イベントの結果を報告

プロジェクト履修生による
提灯の大量制作開始

実際の街路を使用した
照明実験

10/24
イベント実施

・まちおこしイベント「かたるみえ・LuMie Night」

住民に受け入れられた
かつての屋号を記した提灯

提灯・ランタン作りの
ワークショップを開催

子供に大好評の
手提げ提灯

手提げ提灯を持った観客が
街を行き交った

メインイベントとなるキャンドルアート
（モチーフ：地域の史跡の一つである虹澗橋）

牛乳パック
ランタン

住民の意識の変化：“諦め”から“見直そう”という意識へ
成果

Q. 地域を活性化させるためにはこのような町を挙げて行うイベントを

　 毎年、もしくは定期的に行うべきだと思いますか

とてもそう思う

比較的そう思う 

どちらとも言えない

あまり思わない・全く思わない
77%

19%

4%

Q. この地域に対して

　 イベント前まではどのようなイメージをお持ちでしたか

比較的良い

どちらともいえない 

あまり良くない
49%

37%

14%

Q. イベントを体験後、

　 この地域に対するイメージを教えてください

比較的良い

どちらともいえない 

あまり良くない
84%

16%

街の声

普段は人通りが無くてさびしいが賑やかで良かった

またこのような事をしてほしい

40 代～ 50 代女性　三重町在住

60 代～ 70 代女性　三重町在住

昔のようなにぎわいを感じた

60 代～ 70 代女性　三重町在住

店を譲る気でいたが、もう少し続けることにした

60 代～ 70 代女性　三重町在住

夜間の街路の明るさの実測調査結果（街路灯の直下路面照度）

直
下
照
度
（
Lx
）

普段よりもイベント時の市場通りの方が明るいと感じるか

普段よりもイベント時の市場通りの灯りの方が安心して歩くことができるか

イベント時の市場通りの明るさが普段の通りにも必要だと感じるか

とても
そう思う

比較的
そう思う

どちらとも
いえない

あまり
思わない

そう
思わない

18 9 1 0

17 11 0 0

18 10 0 0

0

0

0

アンケート内容

本事業での取り組みはあくまできっかけに過ぎず、今後も地域住民との対話

やワークショップ活動を通じて、より良いまちづくり、光環境について考え

ていく必要がある。

地域住民が主導してまちづくり、光環境改善に取り組み始める機運が高まっ

た時に、初めて本当のスタートラインに立つことができるため、そこに向け

た支援活動・共同研究を今後も続けていきたい。

今後の課題

スタートラインへの助走

綾のはこ
市場通りを行き交う人々の様子を漁業で使

われる糸の綾で表現し、時計台広場がこれ

まで以上に人々の中心になるようにという

思いが込められた作品

イベントのロゴデザイン

街路の未来図
新しい形の街路灯が街に活気を与え、

住民が夜も安心して通りを行き交う景

色を思い描いている

若林幸隆

長吉優香

虹の卵
豊後大野市を構成する七つの街を虹に

例え、新たな催しが産声を上げたこと

を卵に込めた作品　広く知られる催し

となるよう願いを込めながら作った

村田岳彦+ NBU建築学科１年生

村田岳彦

志方遥郁

紙面デザイン：志方遥郁

BBQ

新設 BBQエリア

注意事項もよく読んでね！

生物もたくさん！

 project＃3　at of 2021
マイコハマリビング

舞子浜 Living2021 はコロナ禍により次年に延期となりました。
日本文理大学では舞子浜リビングの延期に伴い次の年の宣伝、
舞子浜リビングの広報活動として、大在商工会議所に紙管でで
きたパビリオンの設置をしました。

＜本事業の目的＞
   (1) 開催 3年目のイベント「舞子浜リビング」の周知と地域
        でのイベント定着の推進に向けての活動の実施
   (2) 舞子浜の未来像や将来的な展望について検討すること

日本文理大学　工学部建築学科　木村智研究室
舞子浜緑地リビング化プロジェクト#2 ＜本年度の実施概要＞※2021年度の舞子浜リビングは 2022年６月に延期

  (1) 実行委員会にて企画案の発表と問題点・課題・要望の確認
  (2) イベントの PRと活動報告用展示会の下記の２会場での企画と実施
    ※大在支所 (2021/12/7-23)・大在公民館 (2022/1/7-1/31) に展示 
  (3) 学生と住民の交流を図るワークショップとアンケートの企画と実施
  (4) 協力者の大分商工会議所大在支所支所長の後藤様から頂いた課題
　　「舞子浜緑地帯の未来を考える」に対する学生による提案
＜まとめ＞
 ・展示の際に行なったアンケートの結果より、今回の展示を見て初めて
　舞子浜リビングのイベントや舞子浜緑地帯を知ったという声もあり、
　今回の活動が認知度アップに貢献したということを実感しました。
 ・しかし未だ認知度が低いので、地域の人達と交流するワークショップ
　などを、今後も継続的に続けていきたい。

(A) 報告用冊子表紙・裏表紙  ※展示用パネルと別に作成
　2021 年度より新設されたバーベキューエリアの現況写真を
　加工し、活動報告用冊子や展示会のポスターに使用しました。
（B-1～B-4）各年度のイベントの様子を示したパネル
　大在支所と大在公民館にて、2019年と 2020年に行われた
　イベントの様子、そして 2021年に実施予定だった学生企画
　に関してをまとめたパネルを展示しました。

マ
イ
コ
ハ
マ
を
も
っ
と
楽
し
く

　
も
っ
と
に
ぎ
や
か
に

マイコハマリビング

 project＃１　at of 2019

カヌー搭乗中！

マイコハマ受付中～ワクワク！

マイコハマのお散歩

カヌーの説明

カヌーで視線観察！

舞子浜 Living2019 は 2019 年 6月 9日に開催されました。
舞子浜緑地の清掃後カヤック体験や自転車試乗会をしました。

竹ドーム製作中

地域の子供と交流中

干潟観察中！

干潟の音楽祭

草むしりしてます

お弁当販売！

 project＃2　at of 2020
マイコハマリビング

舞子浜 Living2020 は 2020 年 10 月 18 日に開催されました。
この年から日本文理大学も参加させていただき、ランチ小屋の設置と
竹スタードームのワークショップを行いました。この年は前年同様、
舞子浜緑地の清掃をした後、干潟の観察会・音楽祭をしました。また、
同時開催で電動アシスト自転車の試乗会など多くの催しがありました。

(B-3&B-4)2021年度企画案パネル

カヌー試乗前
のガイダンス

カヌー
試乗中！

ランプ設置
紙管シアター

紙管ブランコ
紙管で家具
作りﾜｰｸｼｮｯﾌ

                 ＜参加者＞日本文理大学建築学科 学部 3年生
                 津田 大輝・内山 杏夢・大嶽 志憂・釘宮 尚樹
                 齊藤 維衣・花宮 玲奈・豊留    快・吉永 篤史

注意事項を
よく読んでね

生物もたくさん！
BBQエリア
を新設！

カヌーで
自然を観察 注意事項を

よく読んでね

舞子浜を
お散歩

参加受付中
ワクワク！

草むしり中！

竹ドーム
制作中！

干潟観察中！

お弁当販売！

(A)

舞子浜リビング 2019は６月 9日に開催されました。
緑地帯清掃後にカヤック体験や自転車試乗会をしました。

2020年の開催日は 10月 18日でした。日本文理大学
も初めて参加して、ランチ提供小屋の制作と竹ドーム
作成のワークショップを行いました。また、干潟での
生物観察会と音楽祭も除草作業後にありました。

舞子浜リビング 2021は翌年６月に延期となりました。
同イベントの代替え企画として、日本文理大学木村研では
大在支所と大在公民館にて、紙管で展示用ブースを作成し、
過去の活動報告と来年の企画を紹介する展示を行いました。

(B-1)2019年度実施レポートパネル (B-2)2020年度実施レポートパネル

報
告
用
冊
子
表
紙
 ・
裏
表
紙

BBQ

干潟の音楽祭

地域の子供と
協力してます

日本文理大学／工学部　准教授　木村　智

舞子浜緑地リビング化プロジェクト＃２
日本文理大学／工学部　助教　江越　充

三重町市場通り活性化のための光環境改善ワークショップ
2021年度実践型地域活動事業2021年度実践型地域活動事業
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三重町市場通り活性化のための光環境改善ワークショップ
日本文理大学　建築学科　助教　江越充　　教授　近藤正一　　一般社団法人ぶんご大野里の旅公社　赤嶺信武　三浦絵里奈　　豊後大野市　建築課　都市計画建築係　桑原一善　佐藤康宏　
かたるみえ・LuMie Night 2021 実行委員会　若林幸隆　村田岳彦　長吉優香　廣瀬右京　堀田健翔　益満光　渡邊尚樹　志方遥郁　八木千尋　小川茉莉　渡邉新　KIM SEUNGHYUN　畑野達也　二見拓希　齋藤志歩　田原乃々花　玉田梨那

かたるみえ
市場通り活性化実行委員会

 

「つな」ぐから横綱のしめ縄をモチーフに

したロゴをデザイン　彩られた 9色は三

重町の統合前の村の数を表しており、地域

の繋がりが深まってほしいという思いと市

場通りが益々賑わい、発展してやまないよ

うにという思いをこめた
中心の三つ葉は「三」重町が芽生える様子を表している

イベント名「かたるみえ・LuMie Night」の由来
かたるみえ　：仲間に加わるといった意味を持つ方言の「かたる」と、

　　　　　　　光をフランス語で表す「ルミエ」、三重町の「みえ」を合わせたもの

LuMie Night：目に留まる大文字の LとMは「ルミエ」と「みえ」を彷彿とさせる

　　　　　　　夜の部も盛り上がりをみせて欲しいとの願いから派生名をつけた

本事業を通して、学生たちが地域の方々を想い、作品を残した。

その成果の一部をここで紹介する。

学生の成長

人を想う

里
の
旅
公
社

日
本
文
理
大
学

住民

支援

商店会

市場通り活性化
実行委員会

大分県・豊後大野市安全・安心の光環境の創出、愛着・誇りを持てる夜の景観づくりを目指し、

地域住民に関心を持っていただくためのきっかけとして、光に関するワークショップを開催した。

宿場町の面影が残る
豊後大野市三重町市場通り

対象 各団体の関係

目的

街の夜の安全・安心 ＋ 活気

かつては交通の要衝であり、昭和 30年代まで宿場町として栄えたが、

近年は交通網の変化や地域住民の高齢化による地域の活力の低下が課題となっている。

加えて、空き家・空き地の増加や街路灯の老朽化が進み、

街の夜の安全・安心が脅かされている現状にある。

実施内容

再び火を灯すことで、街を見つめ直すきっかけを作る

6 月 8月 10月 12月

夜の現状を調査 イベント実行委員会立ち上げ

現地での打ち合わせ
学生によるプレゼンテーション

夜のまち歩き実施 県の会議にて
イベントの結果を報告

プロジェクト履修生による
提灯の大量制作開始

実際の街路を使用した
照明実験

10/24
イベント実施

・まちおこしイベント「かたるみえ・LuMie Night」

住民に受け入れられた
かつての屋号を記した提灯

提灯・ランタン作りの
ワークショップを開催

子供に大好評の
手提げ提灯

手提げ提灯を持った観客が
街を行き交った

メインイベントとなるキャンドルアート
（モチーフ：地域の史跡の一つである虹澗橋）

牛乳パック
ランタン

住民の意識の変化：“諦め”から“見直そう”という意識へ
成果

Q. 地域を活性化させるためにはこのような町を挙げて行うイベントを

　 毎年、もしくは定期的に行うべきだと思いますか

とてもそう思う

比較的そう思う 

どちらとも言えない

あまり思わない・全く思わない
77%

19%

4%

Q. この地域に対して

　 イベント前まではどのようなイメージをお持ちでしたか

比較的良い

どちらともいえない 

あまり良くない
49%

37%

14%

Q. イベントを体験後、

　 この地域に対するイメージを教えてください

比較的良い

どちらともいえない 

あまり良くない
84%

16%

街の声

普段は人通りが無くてさびしいが賑やかで良かった

またこのような事をしてほしい

40 代～ 50 代女性　三重町在住

60 代～ 70 代女性　三重町在住

昔のようなにぎわいを感じた

60 代～ 70 代女性　三重町在住

店を譲る気でいたが、もう少し続けることにした

60 代～ 70 代女性　三重町在住

夜間の街路の明るさの実測調査結果（街路灯の直下路面照度）

直
下
照
度
（
Lx
）

普段よりもイベント時の市場通りの方が明るいと感じるか

普段よりもイベント時の市場通りの灯りの方が安心して歩くことができるか

イベント時の市場通りの明るさが普段の通りにも必要だと感じるか

とても
そう思う

比較的
そう思う

どちらとも
いえない

あまり
思わない

そう
思わない

18 9 1 0

17 11 0 0

18 10 0 0

0

0

0

アンケート内容

本事業での取り組みはあくまできっかけに過ぎず、今後も地域住民との対話

やワークショップ活動を通じて、より良いまちづくり、光環境について考え

ていく必要がある。

地域住民が主導してまちづくり、光環境改善に取り組み始める機運が高まっ

た時に、初めて本当のスタートラインに立つことができるため、そこに向け

た支援活動・共同研究を今後も続けていきたい。

今後の課題

スタートラインへの助走

綾のはこ
市場通りを行き交う人々の様子を漁業で使

われる糸の綾で表現し、時計台広場がこれ

まで以上に人々の中心になるようにという

思いが込められた作品

イベントのロゴデザイン

街路の未来図
新しい形の街路灯が街に活気を与え、

住民が夜も安心して通りを行き交う景

色を思い描いている

若林幸隆

長吉優香

虹の卵
豊後大野市を構成する七つの街を虹に

例え、新たな催しが産声を上げたこと

を卵に込めた作品　広く知られる催し

となるよう願いを込めながら作った

村田岳彦+ NBU建築学科１年生

村田岳彦

志方遥郁

紙面デザイン：志方遥郁

BBQ

新設 BBQエリア

注意事項もよく読んでね！

生物もたくさん！

 project＃3　at of 2021
Maiko Hama Living マイコハマリビング

舞子浜 Living2021 はコロナ禍により次年に延期となりました。
日本文理大学では舞子浜リビングの延期に伴い次の年の宣伝、
舞子浜リビングの広報活動として、大在商工会議所に紙管でで
きたパビリオンの設置をしました。

＜本事業の目的＞
   (1) 開催 3年目のイベント「舞子浜リビング」の周知と地域
        でのイベント定着の推進に向けての活動の実施
   (2) 舞子浜の未来像や将来的な展望について検討すること

日本文理大学　工学部建築学科　木村智研究室
舞子浜緑地リビング化プロジェクト#2 ＜本年度の実施概要＞※2021年度の舞子浜リビングは 2022年６月に延期

  (1) 実行委員会にて企画案の発表と問題点・課題・要望の確認
  (2) イベントの PRと活動報告用展示会の下記の２会場での企画と実施
    ※大在支所 (2021/12/7-23)・大在公民館 (2022/1/7-1/31) に展示 
  (3) 学生と住民の交流を図るワークショップとアンケートの企画と実施
  (4) 協力者の大分商工会議所大在支所支所長の後藤様から頂いた課題
　　「舞子浜緑地帯の未来を考える」に対する学生による提案
＜まとめ＞
 ・展示の際に行なったアンケートの結果より、今回の展示を見て初めて
　舞子浜リビングのイベントや舞子浜緑地帯を知ったという声もあり、
　今回の活動が認知度アップに貢献したということを実感しました。
 ・しかし未だ認知度が低いので、地域の人達と交流するワークショップ
　などを、今後も継続的に続けていきたい。

(A) 報告用冊子表紙・裏表紙  ※展示用パネルと別に作成
　2021 年度より新設されたバーベキューエリアの現況写真を
　加工し、活動報告用冊子や展示会のポスターに使用しました。
（B-1～B-4）各年度のイベントの様子を示したパネル
　大在支所と大在公民館にて、2019年と 2020年に行われた
　イベントの様子、そして 2021年に実施予定だった学生企画
　に関してをまとめたパネルを展示しました。

マ
イ
コ
ハ
マ
を
も
っ
と
楽
し
く

　
も
っ
と
に
ぎ
や
か
に

Maiko Hama Living マイコハマリビング
 project＃１　at of 2019

カヌー搭乗中！

マイコハマ受付中～ワクワク！

マイコハマのお散歩

カヌーの説明

カヌーで視線観察！

舞子浜 Living2019 は 2019 年 6月 9日に開催されました。
舞子浜緑地の清掃後カヤック体験や自転車試乗会をしました。

竹ドーム製作中

地域の子供と交流中

干潟観察中！

干潟の音楽祭

草むしりしてます

お弁当販売！

 project＃2　at of 2020
Maiko Hama Living マイコハマリビング

舞子浜 Living2020 は 2020 年 10 月 18 日に開催されました。
この年から日本文理大学も参加させていただき、ランチ小屋の設置と
竹スタードームのワークショップを行いました。この年は前年同様、
舞子浜緑地の清掃をした後、干潟の観察会・音楽祭をしました。また、
同時開催で電動アシスト自転車の試乗会など多くの催しがありました。

(B-3&B-4)2021年度企画案パネル

カヌー試乗前
のガイダンス

カヌー
試乗中！

ランプ設置
紙管シアター

紙管ブランコ
紙管で家具
作りﾜｰｸｼｮｯﾌ

                 ＜参加者＞日本文理大学建築学科 学部 3年生
                 津田 大輝・内山 杏夢・大嶽 志憂・釘宮 尚樹
                 齊藤 維衣・花宮 玲奈・豊留    快・吉永 篤史

注意事項を
よく読んでね

生物もたくさん！
BBQエリア
を新設！

カヌーで
自然を観察 注意事項を

よく読んでね

舞子浜を
お散歩

参加受付中
ワクワク！

草むしり中！

竹ドーム
制作中！

干潟観察中！

お弁当販売！

(A)

舞子浜リビング 2019は６月 9日に開催されました。
緑地帯清掃後にカヤック体験や自転車試乗会をしました。

2020年の開催日は 10月 18日でした。日本文理大学
も初めて参加して、ランチ提供小屋の制作と竹ドーム
作成のワークショップを行いました。また、干潟での
生物観察会と音楽祭も除草作業後にありました。

舞子浜リビング 2021は翌年６月に延期となりました。
同イベントの代替え企画として、日本文理大学木村研では
大在支所と大在公民館にて、紙管で展示用ブースを作成し、
過去の活動報告と来年の企画を紹介する展示を行いました。

(B-1)2019年度実施レポートパネル (B-2)2020年度実施レポートパネル

報
告
用
冊
子
表
紙
 ・
裏
表
紙

BBQ

干潟の音楽祭

地域の子供と
協力してます

日本文理大学／工学部　准教授　木村　智

舞子浜緑地リビング化プロジェクト＃２
日本文理大学／工学部　助教　江越　充

三重町市場通り活性化のための光環境改善ワークショップ
2021年度実践型地域活動事業2021年度実践型地域活動事業
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別府大学／文学部　准教授　小嶋　紀博

ひじ町フットパス新ルート「寺社めぐりコース」の開拓
日本文理大学／工学部　教授　小島　康史

地方創生のための学生目線による
地域企業リクルートビデオ制作プロジェクト

2021年度実践型地域活動事業2021年度実践型地域活動事業
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別府大学／文学部　准教授　小嶋　紀博

ひじ町フットパス新ルート「寺社めぐりコース」の開拓
日本文理大学／工学部　教授　小島　康史

地方創生のための学生目線による
地域企業リクルートビデオ制作プロジェクト
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野津原方言調査会と学生との学術的交流機会の創出

～『野津原方言集』20巻の電子テキスト化と方言研究を通じて～

別府大学短期大学部／食物栄養科　教授　岡本　昭

新規発酵調味料「ととのみそ」の利用開発による地域の振興
別府大学／文学部　教授　松田　美香

野津原方言調査会と学生との学術的交流機会の創出
～『野津原方言集』20巻の電子テキスト化と方言研究を通じて ～

2021年度実践型地域活動事業2021年度実践型地域活動事業
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野津原方言調査会と学生との学術的交流機会の創出

～『野津原方言集』 巻の電子テキスト化と方言研究を通じて～

別府大学短期大学部／食物栄養科　教授　岡本　昭

新規発酵調味料「ととのみそ」の利用開発による地域の振興
別府大学／文学部　教授　松田　美香

野津原方言調査会と学生との学術的交流機会の創出
～『野津原方言集』20巻の電子テキスト化と方言研究を通じて ～
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放課後学習支援活動

居場所づくり活動×
きたく部を拡張します！

きたく部は「放課後、来たくなる場所、きたく部」をコ
ンセプトに未就学児～高校生までを対象とした“放課後学習
支援活動×居場所作り活動”を実施しています。平成30年10
月に活動を開始しました。大分市稙田公民館で毎週月曜・
木曜の週２回の活動を実施しています。大分大学教育学
部・経済学部・理工学部・教職大学院の学生が参加するボ
ランティアサークル“よりみちの会”がアイデアを出しなが
ら企画・運営しています。さらに、令和3年度は大分県立大
分雄城台高等学校生や地域の若者世代の学習ボランティア
も参加しました。
「きたく部2021拡張版」では、これまでの活動を軸とし

ながらwithコロナ時代を見据えて「きたく部おもちゃ図書
館」と「おうちdeきたく部」の2つの新規事業をスタートさ
せ、活動の拡張を目指しました。活動内容は右の通りです。

①「きたく部」 毎週月曜・木曜日16:00～18:30
大分市稙田公民館にて実施しました。ここでは、「やらな
きゃ」（宿題・予習・復習）「やりたい」（自由な学び）
「やろうよ」（交流）の“３つの学び”に挑戦します。
②「きたく部○○の日」 １ヶ月に３～４回

不定期に開催するスポーツ・文化体験活動です。令和3年度
は「きたく部あそびの日」としてレクレーションを実施。
③「きたく部おもちゃ図書館」 「きたく部」内で実施

遊びを通した交流とおもちゃの貸し出しを行います。「き
たく部」のなかで実施しました。約230点のおもちゃのな
かから気に入ったおもちゃを借りることで「おうち時間」
を充実させ、家族とのつながりを深めます。
④「おうちdeきたく部」 参加者の要望に応じて実施

活動場所と参加者の自宅をオンライン会議システム等を活
用して接続し、遠隔での学習支援・交流を実施する。令和
３年度はこの事業を実施するための環境整備を行った。

New
!!

New
!!

幼 小 中 高 親 小計 人／回 大 高 地 小計 人／回
4月 8 2 0 34 8 13 0 55 6.9 14 0 6 20 2.5
5月 8 2 0 61 2 7 0 70 8.8 8 2 8 18 2.3
6月 8 2 0 87 2 0 0 89 11.1 10 30 10 50 6.3
7月 8 2 6 34 1 0 0 41 5.1 14 43 10 67 8.4
8月 7 2 6 15 1 2 0 24 3.4 9 4 1 14 2.0
9月 7 2 4 30 0 0 0 34 4.9 15 5 1 21 3.0
10月 8 4 2 42 0 2 0 46 5.8 11 20 1 32 4.0
11月 9 4 9 68 1 0 3 81 9.0 11 15 2 28 3.1
12月 7 3 11 62 0 0 5 78 11.1 10 0 2 12 1.7
1月 4 2 9 39 0 0 2 50 12.5 6 0 0 6 1.5
合計 74 25 47 472 15 24 10 568 7.7 108 119 41 268 3.6

44 6 0 280 75 56 0 411 9.3 99 65 11 175 4.0
＋ ＋ ＋ ＋ - - ＋ ＋ - ＋ ＋ ＋ ＋ -

表：令和３年度きたく部参加者数・ボランティア数（～令和4年1月21日）

(参考)
令2年

参加者 ボランティア
（○○の日）
活動回数

令和3年度は令和3年4月～令和4年1月まで74回（内きた
く部○○の日25回）の活動を行いました。参加者数は延べ
568名（１回あたり7.7名）でした。令和2年度と比較して
活動回数は＋30回、参加者数は＋157名となりました。大
分県内における新型コロナウィルス感染症拡大の時期に重
なった8月～10月にかけて参加者が減少しましたが、その後
は参加者数も増加しました。特に、令和3年11月以降に実施
している「きたく部おもちゃ図書館つどい」（０歳～3,4歳
の乳幼児を対象としたおもちゃ図書館事業・平日10時～12
時に実施）のなかから「きたく部」への新たな参加者の開
拓につながり、10組の親子が活動に参加しました。未就学
児・親世代の参加への拡張は令和３年度の成果です。

未就学児・親世代の参加が増加しました！拡張！その１

表：令和３年度きたく部参加者数・ボランティア数（～令和4年1月21日）

高校生・地域ボランティアに広がりました！拡張！その２

ボランティア参加者数は延べ268名となりました。大分
県立大分雄城台高等学校からの学習ボランティア受け入れ
は今年度で2年目となりました。令和3年5月以降参加がス
タートし、延べ119名の高校生が活動に参加しました。
また、地域の学習ボランティアとして2名（20代：令和2

年9月から・30代：令和3年5月から）が参加しました。学習
ボランティアは高校生・大学生・若者へと広がり、子ども
とボランティアとの日常的な多世代交流が実現しました。
右は地域ボランティアが寄せてくれた感想です。

地域ボランティアＡさんの感想より（一部省略）

はじめは静かだった子が私に話しかけてくれるように
なったことや、はじめは話しかけることができなかった他
の子たちとも遊びや学びを通じて打ち解けていったことが
印象に残っています。「きたく部」では、学習や遊びを通
じて子どもたちに元気づけられ、また微力ながらも地域に
貢献できたという達成感を味わい、さらに人との出会いや
情報交換をできる場として活用させていただきました。参
加する大人にとっても世代間交流、地域貢献の場と
してとても魅力のあるものと感じました。

亀川商店街再活性化計画策定事業
立命館アジア太平洋大学アジア太平洋学部 須藤智徳
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放課後学習支援活動

居場所づくり活動×
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6月 8 2 0 87 2 0 0 89 11.1 10 30 10 50 6.3
7月 8 2 6 34 1 0 0 41 5.1 14 43 10 67 8.4
8月 7 2 6 15 1 2 0 24 3.4 9 4 1 14 2.0
9月 7 2 4 30 0 0 0 34 4.9 15 5 1 21 3.0
10月 8 4 2 42 0 2 0 46 5.8 11 20 1 32 4.0
11月 9 4 9 68 1 0 3 81 9.0 11 15 2 28 3.1
12月 7 3 11 62 0 0 5 78 11.1 10 0 2 12 1.7
1月 4 2 9 39 0 0 2 50 12.5 6 0 0 6 1.5
合計 74 25 47 472 15 24 10 568 7.7 108 119 41 268 3.6

44 6 0 280 75 56 0 411 9.3 99 65 11 175 4.0
＋ ＋ ＋ ＋ - - ＋ ＋ - ＋ ＋ ＋ ＋ -

表：令和３年度きたく部参加者数・ボランティア数（～令和4年1月21日）
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参加者 ボランティア
（○○の日）
活動回数

令和3年度は令和3年4月～令和4年1月まで74回（内きた
く部○○の日25回）の活動を行いました。参加者数は延べ
568名（１回あたり7.7名）でした。令和2年度と比較して
活動回数は＋30回、参加者数は＋157名となりました。大
分県内における新型コロナウィルス感染症拡大の時期に重
なった8月～10月にかけて参加者が減少しましたが、その後
は参加者数も増加しました。特に、令和3年11月以降に実施
している「きたく部おもちゃ図書館つどい」（０歳～3,4歳
の乳幼児を対象としたおもちゃ図書館事業・平日10時～12
時に実施）のなかから「きたく部」への新たな参加者の開
拓につながり、10組の親子が活動に参加しました。未就学
児・親世代の参加への拡張は令和３年度の成果です。

未就学児・親世代の参加が増加しました！拡張！その１

表：令和３年度きたく部参加者数・ボランティア数（～令和4年1月21日）

高校生・地域ボランティアに広がりました！拡張！その２

ボランティア参加者数は延べ268名となりました。大分
県立大分雄城台高等学校からの学習ボランティア受け入れ
は今年度で2年目となりました。令和3年5月以降参加がス
タートし、延べ119名の高校生が活動に参加しました。
また、地域の学習ボランティアとして2名（20代：令和2

年9月から・30代：令和3年5月から）が参加しました。学習
ボランティアは高校生・大学生・若者へと広がり、子ども
とボランティアとの日常的な多世代交流が実現しました。
右は地域ボランティアが寄せてくれた感想です。 X

地域ボランティアＡさんの感想より（一部省略）

はじめは静かだった子が私に話しかけてくれるように
なったことや、はじめは話しかけることができなかった他
の子たちとも遊びや学びを通じて打ち解けていったことが
印象に残っています。「きたく部」では、学習や遊びを通
じて子どもたちに元気づけられ、また微力ながらも地域に
貢献できたという達成感を味わい、さらに人との出会いや
情報交換をできる場として活用させていただきました。参
加する大人にとっても世代間交流、地域貢献の場と
してとても魅力のあるものと感じました。

亀川商店街再活性化計画策定事業
立命館アジア太平洋大学アジア太平洋学部 須藤智徳
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　実践型地域活動事業 　　参加学生等アンケート
看護学生による情報通信技術を活用した遠隔予防的家庭訪問実習
～コロナ禍での長期自粛生活による高齢者のフレイル予防～
●参加者の方々と交流を通して笑顔になれた。
●一部の方が操作がうまくいかず参加することができなかったので、
今後は全ての方が参加できたらと考える。
●高齢者同士の交流を自宅で行える方法を伝えることができ、今後
の自治会等の活動に役立てることができると感じた。
●実習などとは異なる形でのコミュニケーションだったので新鮮で
あり、世代の離れた方との関わることへの難しさを改めて感じた。

地域資源（ヤブツバキ）を活かした佐賀関地域の活性化

●ヤブツバキやクロメ等佐賀関について色んなことを調べることが
出来た。
●ディベートで意見を出し合うのが楽しかった。
●自分の地元を見直すきっかけになったのが良かったです。
●ツバキオイルで作った石けんは、とてもいい香りで、今後は我が
家で好きなアロマや香水で作ろうと思いました。

佐伯市の水産事業者との連携による新ビジネスモデル模索プロジェ
クト ～学生目線による佐伯市水産業の魅力発掘・創出の実践～
●課題を発見し、解決策を探すことの流れや順序を詳しく学ぶこと
が出来た。
●佐伯の魚ウマいです！！！！
●活動自体はかなり体力を使うが、グループ活動は楽しい。
●短い活動期間であった上、コロナ禍での移動制限等により活動に
制約が多かったため、商品開発等の提案作業までは辿り着けなかっ
た。地域の方々からの強い期待もあり、次年度も活動を継続して、
ぜひ更なる地域貢献と具体案の作成を行いたい。

三重町市場通り活性化のための光環境改善ワークショップ

●もっと大規模でやれば、街が明るくなると考えます。( たくさんの
提灯を作る )( ほかの商店街でない住宅なども巻き込む )
●今回のイベントが三重町において初めての取り組みであり、普段
やってこなかったことをすることによってまた街に活気が戻って
くるきっかけになったと思う。
●地域の方々からは活動に対する感謝の言葉を数多くいただき、イ
ベントに対しても多方面からお褒めの言葉をいただきました。「来
年もぜひ活動を続けて欲しい」とのお言葉は何よりの励ましと今
後の活動の活力になります。

舞子浜緑地リビング化プロジェクト＃２

●作成した紙管の間仕切りやポスター等で、若者が（舞子浜リビン
グに）関心を持ってくれ、私達が、「より良くしたい」ということ
を地域にアピールすることができた。
●他人事と思っていたが、この地域の一員として、僕だから（建築
学生）だからこそできることが提案できた。ぜひ、大学生と地域
がどんどん交流できる機会を増やせたら良いと思いました。
●イベントの開催予定日がコロナの感染状況が一番悪いタイミング
となってしまい、地域貢献度が弱まってしまった。

地方創生のための学生目線による地域企業リクルートビデオ制作プ
ロジェクト
●地域の就活生のために作った動画で、地域にこんなに魅力的な会社
があることを知らせることができた。

●参加して良かったと感じた。リクルート動画を作ることによって、
企業と関わり制作するという貴重な経験をした。

●昨年度と同様に、新型コロナウィルスの影響の中、打合せ・取材・
撮影・試写等の日程を組むことが難しく、また企業への訪問や現場
への撮影のための学生スタッフも可能な限り少人数で行いました。

新規発酵調味料「ととのみそ」の利用開発による地域の振興

●大分県の名物の「とり天」に魚で作った味噌を使い他にはないもの
ができた。

●減塩は大変難しいが、新開発調味料の「ととのみそ」を使うと簡単
に減塩ができることを知ってもらうための第一歩を踏み出せた。

●とても楽しかった。「ととのみそ」がいろいろな食事に使えること
を知りました。もっといろいろな活動を通じて、「ととのみそ」を
たくさんに人に知ってほしいです。

●今年度の事業は、昨年から継続しているが、昨年が製造を中心とし
たことに対し、今年度は昨年度の成果を踏まえ、地域の方々と交流
ができた。

亀川商店街再活性化計画策定事業

●起業することの難しさや、地域への貢献の仕方を学ぶことができ、
非常に有意義な時間を過ごすことが出来ました。
●座学で終わらずに事業企画まで担当するという今までにない経験
ができた。これからもこのような機会があればぜひ参加してみた
いと思う。
●参加学生が立案した事業を、学生自らが、または亀川商店街のみ
なさんと協働しつつ、実行に移し、亀川商店街の再活性化に貢献
されることが期待される。

ひじ町フットパス新ルート「寺社めぐりコース」の開拓

●観光客をどのように迎い入れるかを、同級生と真剣に考えること
ができた。
●学生同士のグループワークを通して地域に目を向け、問題提起す
ることで創造的な思考で解決する能力が身についた。
●あまり知られていない町にこんなにも深い歴史と文化的遺産が存
在することを知り、また、実際見て回ることで、街歩きの楽しさ、
歴史の面白さを体験できた。

野津原方言調査会と学生との学術的交流機会の創出 
～『野津原方言集』20巻の電子テキスト化と方言研究を通じて～
●自分が今まで知らなかった方言や、その意味、使い方などを知る
ことができて方言に興味が湧いた。これからも野津原方言調査会
の方々と交流を深めて方言が少しでも残るようにしてほしい。
●野津原方言の話者とは前期ではリモートだった為、後期は対面で
一緒に勉強が出来てとても楽しかったです。
●大分県にずっと住んでいながら全く知らない地域だったので、「方
言」という観点から「野津原」を学ぶことができてとても良い機
会になりました。結構前から地方の「過疎化」が社会問題になっ
ていますが、それに伴い方言も減少していくということを知り、
より一層自分に何かできないだろうかと考えさせられるきっかけ
になりました。「野津原方言調査会」の皆さん方と交流して、地域
貢献にとても興味を持ち、学生という特権を使ってこれからもい
ろんな活動に積極的にチャレンジしていきたいです。

きたく部 2021拡張版

●子供と接していると学べることが沢山あります。参加してよかった
です。

●子供たちは遊ぶ場所を求めているという課題が見つかったような気
がします。

●コロナ禍で学生が登学しない期間も長く、新たな学生ボランティア
の発掘が難しい１年でした。

IoT による圃場データ収集とその活用

●１年生のうちから様々な活動に参加することができとてもいい経験
になった。これからも継続して行われるといいと思った。

●この事業に参加しなければ、気づくことのできなかったことに気づ
くことができた。また、自分たちの学びを具体的にどのように活か
すことができるのかを知ることができた。

●実践地域活動プロジェクトを学生たちに提供すること、現実の課題
を扱うこと、研究室の外に出て実際の現場で活動することは意義が
ある。

大分観光バーチャル体験プロジェクト２０２１

●地域の方々が喜んでもらえるようなコンテンツの作成をもっとして
いきたい。
●本事業に参加して、大分県の今まで自分が知らなかった魅力に気
づけた。
●移動の制限などがなければもう少しいろいろな活動ができたと思う。
●地域の人との関わり合いが刺激となり、大分を知る非常に良い機
会になった。

出身地はどこですか?Q. どのような目的（動機）で参加しましたか?Q.

事業に参加しての満足度は?Q. 地域への理解は深まりましたか?Q.

大分市
26%

プログラムに
興味があった

52%
地域貢献に
興味があった

32%

その他
16%

大分県内
（大分市以外）

16%

大分県外
58%

満足
72%

どちらかと
いえば満足

26% どちらかと
いえば
深まった
33%

どちらかといえば
満足していない
1%

満足していない
1%

深まった
57%

どちらかといえば
深まらなかった
9%

深まらなかった
1%
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　実践型地域活動事業 　　参加学生等アンケート
看護学生による情報通信技術を活用した遠隔予防的家庭訪問実習
～コロナ禍での長期自粛生活による高齢者のフレイル予防～
●参加者の方々と交流を通して笑顔になれた。
●一部の方が操作がうまくいかず参加することができなかったので、
今後は全ての方が参加できたらと考える。
●高齢者同士の交流を自宅で行える方法を伝えることができ、今後
の自治会等の活動に役立てることができると感じた。
●実習などとは異なる形でのコミュニケーションだったので新鮮で
あり、世代の離れた方との関わることへの難しさを改めて感じた。

地域資源（ヤブツバキ）を活かした佐賀関地域の活性化

●ヤブツバキやクロメ等佐賀関について色んなことを調べることが
出来た。
●ディベートで意見を出し合うのが楽しかった。
●自分の地元を見直すきっかけになったのが良かったです。
●ツバキオイルで作った石けんは、とてもいい香りで、今後は我が
家で好きなアロマや香水で作ろうと思いました。

佐伯市の水産事業者との連携による新ビジネスモデル模索プロジェ
クト ～学生目線による佐伯市水産業の魅力発掘・創出の実践～
●課題を発見し、解決策を探すことの流れや順序を詳しく学ぶこと
が出来た。
●佐伯の魚ウマいです！！！！
●活動自体はかなり体力を使うが、グループ活動は楽しい。
●短い活動期間であった上、コロナ禍での移動制限等により活動に
制約が多かったため、商品開発等の提案作業までは辿り着けなかっ
た。地域の方々からの強い期待もあり、次年度も活動を継続して、
ぜひ更なる地域貢献と具体案の作成を行いたい。

三重町市場通り活性化のための光環境改善ワークショップ

●もっと大規模でやれば、街が明るくなると考えます。( たくさんの
提灯を作る )( ほかの商店街でない住宅なども巻き込む )
●今回のイベントが三重町において初めての取り組みであり、普段
やってこなかったことをすることによってまた街に活気が戻って
くるきっかけになったと思う。
●地域の方々からは活動に対する感謝の言葉を数多くいただき、イ
ベントに対しても多方面からお褒めの言葉をいただきました。「来
年もぜひ活動を続けて欲しい」とのお言葉は何よりの励ましと今
後の活動の活力になります。

舞子浜緑地リビング化プロジェクト＃２

●作成した紙管の間仕切りやポスター等で、若者が（舞子浜リビン
グに）関心を持ってくれ、私達が、「より良くしたい」ということ
を地域にアピールすることができた。
●他人事と思っていたが、この地域の一員として、僕だから（建築
学生）だからこそできることが提案できた。ぜひ、大学生と地域
がどんどん交流できる機会を増やせたら良いと思いました。
●イベントの開催予定日がコロナの感染状況が一番悪いタイミング
となってしまい、地域貢献度が弱まってしまった。

地方創生のための学生目線による地域企業リクルートビデオ制作プ
ロジェクト
●地域の就活生のために作った動画で、地域にこんなに魅力的な会社
があることを知らせることができた。

●参加して良かったと感じた。リクルート動画を作ることによって、
企業と関わり制作するという貴重な経験をした。

●昨年度と同様に、新型コロナウィルスの影響の中、打合せ・取材・
撮影・試写等の日程を組むことが難しく、また企業への訪問や現場
への撮影のための学生スタッフも可能な限り少人数で行いました。

新規発酵調味料「ととのみそ」の利用開発による地域の振興

●大分県の名物の「とり天」に魚で作った味噌を使い他にはないもの
ができた。

●減塩は大変難しいが、新開発調味料の「ととのみそ」を使うと簡単
に減塩ができることを知ってもらうための第一歩を踏み出せた。

●とても楽しかった。「ととのみそ」がいろいろな食事に使えること
を知りました。もっといろいろな活動を通じて、「ととのみそ」を
たくさんに人に知ってほしいです。

●今年度の事業は、昨年から継続しているが、昨年が製造を中心とし
たことに対し、今年度は昨年度の成果を踏まえ、地域の方々と交流
ができた。

亀川商店街再活性化計画策定事業

●起業することの難しさや、地域への貢献の仕方を学ぶことができ、
非常に有意義な時間を過ごすことが出来ました。
●座学で終わらずに事業企画まで担当するという今までにない経験
ができた。これからもこのような機会があればぜひ参加してみた
いと思う。
●参加学生が立案した事業を、学生自らが、または亀川商店街のみ
なさんと協働しつつ、実行に移し、亀川商店街の再活性化に貢献
されることが期待される。

ひじ町フットパス新ルート「寺社めぐりコース」の開拓

●観光客をどのように迎い入れるかを、同級生と真剣に考えること
ができた。
●学生同士のグループワークを通して地域に目を向け、問題提起す
ることで創造的な思考で解決する能力が身についた。
●あまり知られていない町にこんなにも深い歴史と文化的遺産が存
在することを知り、また、実際見て回ることで、街歩きの楽しさ、
歴史の面白さを体験できた。

野津原方言調査会と学生との学術的交流機会の創出 
～『野津原方言集』20巻の電子テキスト化と方言研究を通じて～
●自分が今まで知らなかった方言や、その意味、使い方などを知る
ことができて方言に興味が湧いた。これからも野津原方言調査会
の方々と交流を深めて方言が少しでも残るようにしてほしい。

●野津原方言の話者とは前期ではリモートだった為、後期は対面で
一緒に勉強が出来てとても楽しかったです。

●大分県にずっと住んでいながら全く知らない地域だったので、「方
言」という観点から「野津原」を学ぶことができてとても良い機
会になりました。結構前から地方の「過疎化」が社会問題になっ
ていますが、それに伴い方言も減少していくということを知り、
より一層自分に何かできないだろうかと考えさせられるきっかけ
になりました。「野津原方言調査会」の皆さん方と交流して、地域
貢献にとても興味を持ち、学生という特権を使ってこれからもい
ろんな活動に積極的にチャレンジしていきたいです。

きたく部 2021拡張版

●子供と接していると学べることが沢山あります。参加してよかった
です。

●子供たちは遊ぶ場所を求めているという課題が見つかったような気
がします。

●コロナ禍で学生が登学しない期間も長く、新たな学生ボランティア
の発掘が難しい１年でした。

IoT による圃場データ収集とその活用

●１年生のうちから様々な活動に参加することができとてもいい経験
になった。これからも継続して行われるといいと思った。

●この事業に参加しなければ、気づくことのできなかったことに気づ
くことができた。また、自分たちの学びを具体的にどのように活か
すことができるのかを知ることができた。

●実践地域活動プロジェクトを学生たちに提供すること、現実の課題
を扱うこと、研究室の外に出て実際の現場で活動することは意義が
ある。

大分観光バーチャル体験プロジェクト２０２１

●地域の方々が喜んでもらえるようなコンテンツの作成をもっとして
いきたい。
●本事業に参加して、大分県の今まで自分が知らなかった魅力に気
づけた。
●移動の制限などがなければもう少しいろいろな活動ができたと思う。
●地域の人との関わり合いが刺激となり、大分を知る非常に良い機
会になった。

出身地はどこですか?Q. どのような目的（動機）で参加しましたか?Q.

事業に参加しての満足度は?Q. 地域への理解は深まりましたか?Q.
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プログラム

1

事業番号 事業名等 連携機関等

1

大分らしい和牛肉生産流通戦略事業
県産牛肉の簡易分析・測定等により、大分らしい和牛肉の特徴
を探求し、「美味しさ」・「肉の高付加価値化」を目指した改良及び
おおいた和牛の生産拡大を目指す。

大分大学理工学部
別府大学食物栄養科学部
大分県農林水産部畜産技術室
大分県産業科学技術センター

2

カキ殻のリサイクル手法の確立
産業廃棄物であるカキ殻のリサイクル手法について、コンクリー
トや培養土、生分解性容器の材料としての活用方法を確立する。

日本文理大学工学部
大分大学理工学部
大分県農林水産研究指導センター水産研究部

3

外国人材の受入促進に向けた施策提案
2045年までに大分県の在住外国人が現状の約1万3千人から10
万人にするための施策を学生の視点で提案し、大分県の経済・社
会活力の維持・発展を図る。

立命館アジア太平洋大学
大分大学
大分県企画振興部国際政策課

協働事務局：大分大学地域連携プラットフォーム推進機構内
TEL：097-554-7913，7980 FAX:097-554-6177

cocsuishin@oita-u.ac.jp

２

事業番号 事業名 代表者 関連地域

4
看護学生による情報通信技術を活用した遠隔予防的家庭訪問実
習～コロナ禍での長期自粛生活による高齢者のフレイル予防

大分県立看護科学大学
看護研究交流センター
助教 篠原 彩

大分市（富士見が丘団地、野
津原地区）

5 亀川商店街再活性化計画策定事業
立命館アジア太平洋大学
アジア太平洋学部
教授 須藤 智徳

別府市（亀川商店街）

6 きたく部2021拡張版
大分大学 教育学部
准教授 清水 良彦

大分市（稙田地区）

7 大分観光バーチャル体験プロジェクト２０２１
大分大学 理工学部
教授 古家 賢一

由布市

8 地域資源（ヤブツバキ）を活かした佐賀関地域の活性化
大分短期大学 園芸科
教授 吉野 賢一

大分市（佐賀関）

9 三重町市場通り活性化のための光環境改善ワークショップ
日本文理大学 工学部
助教 江越 充

豊後大野市（三重町）

事業番号 事業名 代表者 関連地域

10 舞子浜緑地リビング化プロジェクト＃２
日本文理大学 工学部
准教授 木村 智

大分市
（舞子浜緑地一帯）

11
地方創生のための学生目線による地域企業リクルートビデオ制
作プロジェクト

日本文理大学 工学部
教授 小島 康史

大分市

12

佐伯市の水産事業者との連携による新ビジネスモデル模索プロ
ジェクト～学生目線による佐伯市水産業の魅力発掘・創出の実践
～

日本文理大学
経営経済学部
教授 山内 勝義

佐伯市
（主として蒲江地区）

13 ひじ町フットパス新ルート「寺社めぐりコース」の開拓
別府大学 文学部
准教授 小嶋 紀博

日出町

14
野津原方言調査会と学生との学術的交流機会の創出～『野津原
方言集』20巻の電子テキスト化と方言研究を通じて～

別府大学 文学部
教授 松田 美香

大分市（野津原）

15 新規発酵調味料「ととのみそ」の利用開発による地域の振興
別府大学短期大学部

食物栄養科
教授 岡本 昭

津久見市、佐伯市

16 IoTによる圃場データ収集とその活用
大分大学 理工学部
教授 大竹 哲史

臼杵市（野津町）

2021

ZOOM

C

13 00 17 00

J:COM

2022.2.15

QR URL

URL http://www.cocplus.oita-u.ac.jp/joint-project/220215

2022.2.13

13 00
13 05

14 15
16 20

16 40

16 50

TEL : 097-554-7913,7980
E-mail : cocsuishin@oita-u.ac.jp

2021年度地域の課題解決事業成果報告会
令和４年２月 15日（火）　オンライン

　令和４年２月１５日（火）、２０２１年度に高等教育機関が産業界と地方公共
団体等と連携しながら課題解決に向け取り組んだ「大分県と県内高等教育機関
の連携による地域課題解決事業」３件、地域活性化をテーマとし主に学生が取
り組んだ「実践型地域活動事業」１３件の報告を行いました。新型コロナウイ
ルス感染症の拡大に配慮し、オンライン（Zoom）での開催となりましたが、当
日参加できなかった皆様にもご覧いただけるように動画を作成し、報告会終了後、
配信しました。また、日本文理大学の吉村充功教授がおおいた地域連携プラッ
トフォームの事業概要や活動状況について説明しました。
　なお、おおいた地域連携プラットフォームの構成員である県内の市町村に、
実践型地域活動事業の活動内容の評価に対する投票をお願いしました。投票の
結果は下記のとおりです。
　報告会で発表した皆さん、視聴頂いた皆さん、たくさんのご協力ありがとう
ございました。
　来年こそは、新型コロナウイルス感染症も終息し、対面で実施できることを
祈っています。

別府大学短期大学部　岡本　昭

大分大学　教育学部　清水　良彦

大分大学　理工学部　大竹　哲史

15

17

18

新規発酵調味料「ととのみそ」の利用開発による地域の振興
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IoT による圃場データ収集とその活用

投票
結果

1

2

3

事　　　業　　　名 担　当　教　員 掲載頁

2021
報告会 案内チラシ 2021

報告会

2021
報告会 プログラム

優秀賞者

発表

（Zoom）オンライン
司会者 開会挨拶 事業番号 1 事業番号 1

事業番号 2 事業番号 2 事業番号 2 事業番号 3

事業番号 3 事業番号 4 事業番号 4 事業番号 5

事業番号 5 事業番号 6 事業番号 6 事業番号 7

事業番号 7 事業番号 8 事業番号 8 事業番号 9

事業番号 9 事業番号 10 事業番号 10 事業番号 11

事業番号 11 事業番号 12 事業番号 12 事業番号 13

事業番号 13 事業番号 14 事業番号 14 事業番号 15

事業番号 15 事業番号 16 事業番号 16 概要説明

投票
結果 3位 閉会挨拶123 投票

結果 2位 投票
結果 1位
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プログラム

事業番号 事業名等 連携機関等

大分らしい和牛肉生産流通戦略事業
県産牛肉の簡易分析・測定等により、大分らしい和牛肉の特徴
を探求し、「美味しさ」・「肉の高付加価値化」を目指した改良及び
おおいた和牛の生産拡大を目指す。

大分大学理工学部
別府大学食物栄養科学部
大分県農林水産部畜産技術室
大分県産業科学技術センター

カキ殻のリサイクル手法の確立
産業廃棄物であるカキ殻のリサイクル手法について、コンクリー
トや培養土、生分解性容器の材料としての活用方法を確立する。

日本文理大学工学部
大分大学理工学部
大分県農林水産研究指導センター水産研究部

外国人材の受入促進に向けた施策提案
年までに大分県の在住外国人が現状の約 万 千人から

万人にするための施策を学生の視点で提案し、大分県の経済・社
会活力の維持・発展を図る。

立命館アジア太平洋大学
大分大学
大分県企画振興部国際政策課

協働事務局：大分大学地域連携プラットフォーム推進機構内
： ，

２

事業番号 事業名 代表者 関連地域

看護学生による情報通信技術を活用した遠隔予防的家庭訪問実
習～コロナ禍での長期自粛生活による高齢者のフレイル予防

大分県立看護科学大学
看護研究交流センター
助教 篠原 彩

大分市（富士見が丘団地、野
津原地区）

亀川商店街再活性化計画策定事業
立命館アジア太平洋大学
アジア太平洋学部
教授 須藤 智徳

別府市（亀川商店街）

きたく部 拡張版
大分大学 教育学部
准教授 清水 良彦

大分市（稙田地区）

大分観光バーチャル体験プロジェクト２０２１
大分大学 理工学部
教授 古家 賢一

由布市

地域資源（ヤブツバキ）を活かした佐賀関地域の活性化
大分短期大学 園芸科
教授 吉野 賢一

大分市（佐賀関）

三重町市場通り活性化のための光環境改善ワークショップ
日本文理大学 工学部
助教 江越 充

豊後大野市（三重町）

事業番号 事業名 代表者 関連地域

舞子浜緑地リビング化プロジェクト＃２
日本文理大学 工学部
准教授 木村 智

大分市
（舞子浜緑地一帯）

地方創生のための学生目線による地域企業リクルートビデオ制
作プロジェクト

日本文理大学 工学部
教授 小島 康史

大分市

佐伯市の水産事業者との連携による新ビジネスモデル模索プロ
ジェクト～学生目線による佐伯市水産業の魅力発掘・創出の実践
～

日本文理大学
経営経済学部
教授 山内 勝義

佐伯市
（主として蒲江地区）

ひじ町フットパス新ルート「寺社めぐりコース」の開拓
別府大学 文学部
准教授 小嶋 紀博

日出町

野津原方言調査会と学生との学術的交流機会の創出～『野津原
方言集』 巻の電子テキスト化と方言研究を通じて～

別府大学 文学部
教授 松田 美香

大分市（野津原）

新規発酵調味料「ととのみそ」の利用開発による地域の振興
別府大学短期大学部

食物栄養科
教授 岡本 昭

津久見市、佐伯市

による圃場データ収集とその活用
大分大学 理工学部
教授 大竹 哲史

臼杵市（野津町）

2021年度地域の課題解決事業成果報告会
令和４年２月 15日（火）　オンライン

　令和４年２月１５日（火）、２０２１年度に高等教育機関が産業界と地方公共
団体等と連携しながら課題解決に向け取り組んだ「大分県と県内高等教育機関
の連携による地域課題解決事業」３件、地域活性化をテーマとし主に学生が取
り組んだ「実践型地域活動事業」１３件の報告を行いました。新型コロナウイ
ルス感染症の拡大に配慮し、オンライン（Zoom）での開催となりましたが、当
日参加できなかった皆様にもご覧いただけるように動画を作成し、報告会終了後、
配信しました。また、日本文理大学の吉村充功教授がおおいた地域連携プラッ
トフォームの事業概要や活動状況について説明しました。
　なお、おおいた地域連携プラットフォームの構成員である県内の市町村に、
実践型地域活動事業の活動内容の評価に対する投票をお願いしました。投票の
結果は下記のとおりです。
　報告会で発表した皆さん、視聴頂いた皆さん、たくさんのご協力ありがとう
ございました。
　来年こそは、新型コロナウイルス感染症も終息し、対面で実施できることを
祈っています。

別府大学短期大学部　岡本　昭

大分大学　教育学部　清水　良彦

大分大学　理工学部　大竹　哲史

15

17

18

新規発酵調味料「ととのみそ」の利用開発による地域の振興

きたく部 2021拡張版

IoT による圃場データ収集とその活用

投票
結果

1

2

3

事　　　業　　　名 担　当　教　員 掲載頁

2021
報告会 案内チラシ 2021

報告会

2021
報告会 プログラム

優秀賞者

発表

（Zoom）オンライン
司会者 開会挨拶 事業番号 1 事業番号 1

事業番号 2 事業番号 2 事業番号 2 事業番号 3

事業番号 3 事業番号 4 事業番号 4 事業番号 5

事業番号 5 事業番号 6 事業番号 6 事業番号 7

事業番号 7 事業番号 8 事業番号 8 事業番号 9

事業番号 9 事業番号 10 事業番号 10 事業番号 11

事業番号 11 事業番号 12 事業番号 12 事業番号 13

事業番号 13 事業番号 14 事業番号 14 事業番号 15

事業番号 15 事業番号 16 事業番号 16 概要説明

投票
結果 3位 閉会挨拶123 投票

結果 2位 投票
結果 1位

22 23



■お問い合わせは

おおいた地域連携プラットフォーム
協働事務局事務担当：
大分大学地域連携プラットフォーム推進機構
https://oita-platform.org
〒870-1192  大分県大分市大字旦野原700番地
TEL 097-554-7913　FAX 097-554-6177
cocsuishin@oita-u.ac.jp

実践型地域活動事業のひとこま

24 7
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協働事務局事務担当：
大分大学地域連携プラットフォーム推進機構
https://oita-platform.org
〒870-1192  大分県大分市大字旦野原700番地
TEL 097-554-7913　FAX 097-554-6177
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2021年度

地域の課題解決事業
成果報告書

地域の課題解決事業
成果報告書

おおいた地域連携プラットフォーム
「高度人材育成」「地域活性化」をオール大分で取り組む


